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ミルボンのモノづくりの現場 

売上高、各段階利益ともに過去最高を更新。
順調に進捗する『中期5ヶ年事業構想』は、
折り返しの3年目へ。 
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ご あ い さ つ

代 表 取 締 役 社 長

佐藤 龍二

売上高、各段階利益ともに過去最高を更新。
順調に進捗する『 中期5ヶ年事業構想 』は、

折り返しの3年目へ。
　株主のみなさまにおかれましては、ますますご清

祥のこととお慶び申し上げます。また、日頃より格別

のご支援を賜り厚く御礼申し上げます。

　第57期（2015年12月21日〜2016年12月20日）の

決算が確定しましたので、ご報告申し上げます。

　当期は、『中期5ヶ年事業構想』（以下、『中期』）の2

年目となりました。これまでの確かな成果の積み上

げによって「オージュア」をはじめとしたヘアケアブラ

ンドの成長が売上・利益の拡大を牽引するとともに、

プレミアムブランド“milbon”の立ち上げ、BtoBtoC

マーケティングに基づいたブランディング戦略の推

進など、新たな挑戦も、次期以降に向けて着実に進

捗させることができました。

　こうした取り組みの結果、当期の連結業績は、売上

高、各段階利益ともに前期に引き続き過去最高を更

新することができました。また、株主の皆様への利益

還元につきましては、年間配当（1株当たり）を前期比

4年増配の78円（中間配当38円、期末配当40円）とさ

せていただきました。

　株主のみなさまには、引き続きご支援ご鞭撻を賜

りますようお願い申し上げます。

2017年3月

　2015年1月、当社は、想いの表明にとどまっていた従来のコーポレートスローガ
ン「髪美しく、人うつくしい…」を改め、誰のために何を成すかを明確に宣言する
誓い・約束という形で、新たなブランドステートメントとスローガンを制定しまし
た。私たちの活動はすべて女性が美しく生きるためのお手伝いであり、その実践
者であるヘアデザイナーと向き合いながら常に新たな価値の創造に挑戦し続け
ることを、新ブランドステートメントに明示しました。そして、左記の新ブランドス
ローガンは、この誓い・約束を象徴するものです。

売上高、各段階利益ともに過去最高を更新。
順調に進捗する『 中期5ヶ年事業構想 』は、

折り返しの3年目へ。



売上高

20,000

0

24,000

28,000

32,000
（百万円）

2015/122014/122013/122012/12

営業利益

0

6,000
（百万円）

当期純利益

0

（百万円）

2015/122014/122013/122012/12

自己資本比率

0

（％） （％）

2015/122014/122013/122012/12

自己資本利益率（ROE）

0
2015/122014/122013/122012/12

1株当たり配当金

25

0

50

75

100
（円）

2015/122014/122013/122012/12

3,000

5,000

4,000

700

1,400

2,800

2,100

3,500

75

70

80

85

90

21,887

23,829

25,226

4,727

2015/122016/12 2016/12

2016/12 2016/12 2016/12

2016/122014/122013/122012/12

4,302
4,451

3,986

2,516

2,128

前期比

6.4％ 前期比

8.2％
前期比

4.0％

前期比

0.3ポイント
前期比

4円

84.1
85.7 85.186.1

6

3

9

12

15

68 68
74

6611.8 11.310.8
11.7

株主さま
ご優待品

29,134
5,113

3,069

85.4
78

11.4

2,950

27,377
2,621

前期比

0.3ポイント

連 結 財 務 ハ イライト

02Milbon  Co., Ltd.

 売上高、各段階利益ともに過去最高を更新することができました。

 自己資本比率を80％台の高水準に維持しつつ、当期のROEも11%台の高水準を確保しております。

 当期の年間配当は前期比4円増配の1株当たり78円となりました。 
 次期の年間配当も4円増配の1株当たり82円を予定しております。

決算の
ポイント

　当社では、毎年期末（12月20日）現在、100株以上当社
の株式を保有していただいている株主のみなさまを対象
に、優待品をお届けしております。従来は対象のみなさま
へ同一のセットをお届けしておりましたが、当期（第57期）
の優待品につきましては、お好みのセットをお選びいた
だけるように変更いたしました。これに伴い、優待品の発
送は例年3月上旬でございましたが、品物をお選びいただ
く手続きの関係上、5月中旬〜下旬となる⾒込みです。

当期（第57期）より

5月中旬〜下旬発送

第57期期末の優待品（セット例）

	プラーミア	ヘアセラム	 	
 シャンプー （500ml）  
 トリートメント  （500g）

	プラーミア	
		 ボリューマイザー（120g）

	ジェミールフラン	 	
 シャンプー （500ml）  
 トリートメント  （500g）

	エルジューダ		 	
 エマルジョン （120g）

優待品発送時期変更のお知らせ

プラーミア セット

ジェミールフラン&
エルジューダ セット

優待制度の詳しい内容、お申し込み方法は、同封の資料をご覧ください。



　当社グループは現在、5ヶ年の『中期』を推し進めていま

す。『中 期』で は、従 来 の B t o B の ビジネスを更 に 進 化させ

BtoBtoCの新たなビジネスモデルを構築することで、当社グ

ループの経営を次のステージへ押し上げていこうという大き

な構想に取り組んでいます。

　初年度の2015年は、主に社内環境の整備、いわば社員教育

によって「ミルボンが新たに歩もうとしているBtoBtoCとは何

か、どうあるべきか」を全社員が理解し、進むべき方向性を統

一させていくことに注力しました。

　そして2年目の2016年（当期）は、社員教育を持続させな

がら、対外的なアクションもスタートさせました。「ミルボン」

というコーポレートブランドに対する認知・理解・共感を醸

成していくブランディング戦略として、コーポレートミューズ

（モデル）の設定、地下鉄銀座駅ジャック、プレミアムブランド

“milbon”の立上げ、美容室向けツールの刷新やホームページ

の全面リニューアルなどを、計画的に展開しました。これらは、

今後BtoBtoCの新たな取り組みにより成果を発揮していくた

めの先行投資であり、当期は一定のコスト先行の状況となるこ

とを当初から計画に織り込んでいました。

　このため、当期の売上高営業利益率は前期に比べ微減した

ものの、売上高は株式公開以来20期連続の増収、営業利益は

7期連続の増益となり、引き続き増収増益ペースを確保してお

ります。

　当期を含め、近年の当社の業績拡大の牽引役は、ヘアケア

商品です。プレミアムブランドとして位置づけている「オージュ

ア」と「ヴィラロドラ」は美容業界で確かな市場ポジションを確

立しながら着実に売上を伸ばしてきました。また、プロフェッ

ショナルブランドとして位置づけている「エルジューダ」も、

使い心地を徹底的に追求したことなどが高い評価を受けて

2012年のブランドデビュー以来、品揃えの拡充と共に売上を

急速に伸ばしています。

　この結果、商品の種類別売上高構成比は、ヘアカラーが

50％程度を占めていたかつての状況から一変し、現在、ヘア

ケア60％、カラー35％、パーマ5％程度となっています。ヘアケ

ア商品はブランド数も商品の種類も多いため、カラー商品に

比べコスト高となる特性がありますが、各ブランドが順調に販

売量を伸ばしてきたことで、利益貢献度が着実に高まってきま

した。

　2016年に立ち上げた“milbon”は、3番目のプレミアムブラ

ンドです。代理店のご理解のもと、当社から美容室への直送

のみの商流を構築し、“美容室でしか手に入れることができな

い商品”として高付加価値化が図られております。常日頃から

私は社員に対して、“決して、オージュアサロンやmilbonサロ

ンを作りたいわけではない”、“大切なのは、プレミアムブラン

ドの展開を通じて美容室における店販ビジネスを定着させ、

中 期 と 長 期 の 戦 略 を 同 時 に 推 し  進 め 、持 続 的 成 長 を 図 る
売上高は株式公開以来20期連続の増収、
営業利益は7期連続の増益となり、
順調な業績推移

近年の業績拡大の牽引役は、「オージュア」、
「エルジューダ」などのヘアケアブランド

第3のプレミアムブランド“milbon”が、
来期に向け順調な流れ

社 長 メッセ ー ジ
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世界のプロフェッショナル市場において

アジアNo.1、世界ベスト5入り
をめざす。

連結売上高 	350	億円 （ ）
国 内 売 上 高
海 外 売 上 高
海 外 売 上 比 率

 285 億円
 65 億円
 18.6 ％

（ ）

（ ）

連結営業利益 	 70	億円 （ ）

2014年度比
138.7%

2014年度比
157.3%

同 126.0%

同 248.7%

中期ビジョン

売上・利益目標（2019年度）

中期事業構想（2015年〜2019年）の概要



中 期 と 長 期 の 戦 略 を 同 時 に 推 し  進 め 、持 続 的 成 長 を 図 る
美容室の収益に寄与していくことである”という話を繰り返し

行っています。

　とは言え、先行するオージュアが多くの美容室から支持と

信頼を獲得していることもあり、新ブランド“milbon”の出足

はゆっくりとしたものでした。しかし、2016年の後半以降新規

契約が急増、2017年からの飛躍につながる手応えを感じてい

ます。新ブランド“milbon”は、グローバルな展開を想定して

いることもあり、高品質でありながら施術のしやすさも大きな

特徴となっています。多くの美容室の間に、こうした特徴に対

する理解に加え、洗練された雰囲気への共感も広がってきて

います。

　海外への展開はまだ始まったばかりですが、アメリカ、台

湾、マレーシア、ベトナム、香港と順調にスタートを切ってお

り、2017年中には日本を含めて12ヵ国程度の展開状況にもっ

ていけるものと考えています。

　今後の中長期的な事業展開を展望し、当社は生産能力の増

強・整備に、大きな経営課題として取り組んでいます。『中期』

の5ヶ年で約50億円という大きな投資を計画しました。

　当期では、ゆめが丘工場の増設と青山工場の統合により、

生産能力が従来の約1.5倍となりました。これにより、従来と同

程度の外注比率を想定すると、売上高500億円の事業規模ま

で対応できる生産体制を築くことができました。

　今後は、2工場統合に伴う運用面の統一と効率化を早期に

図ることで、利益率の向上に寄与していきます。

　2016年の頭から対外的なアクションを始めたブランディン

グ戦略については、今後も、社員教育を同時進行で行いなが

ら、継続していくことが大切であると考えています。

　ミルボンのロゴマークやミューズ、商品等の写真で埋め尽く

す駅ジャックは、昨年2月に実施した銀座駅に加え、今年は阪

急梅田駅でも実施、東西二大ファッショントレンド基地からの

ブランド発信を実現しました。

　ミルボンのブランディング戦略は、あくまでも美容室の営業

活動の後方支援につなげていくことが狙いです。従って、テレ

ビCMのように莫大な費用がかかる広告宣伝活動ではなく、む

しろ当社のフィールドパーソンが個々の美容室にミルボンブ

ランドの価値を伝えていくような地道な活動の方が中心とな

ります。こうした観点も含めて、2017年は、美容室に対して、市

場環境の変化を的確に捉えながら、どのように生涯顧客づくり

をしていけばよいかといった、新たな教育サポートをしていき

たいと考えています。

　2017年、当社は連結売上高300億円の大台を突破する計画

を立てておりますが、まずはこの大台越えをきっちりと実現す

ることが最重要テーマとなります。

　前述の通り、当社の売上高は連続で増収を続けております。

この極めて安定的かつ長期にわたる“持続的成長”を実現して

いる最大の要因は、“いかに先に向けた手を打ち続けられる

か”であると確信しています。かつての当社の『中期』は、毎年

の実績状況や市場環境の変化に応じて計画値を変更していく

ローリング方式を採用していたため、計画に対する意識が今

よりも薄かったように思います。一方、現在の『中期』では、計

画値は5ヶ年固定で資本市場にコミットし、目標を目指して邁

進する形を採っています。必達に向けて、単に現在の果実を収

穫するだけでなく、常に将来の収穫量を増やすための種付け

や苗植えの取り組みも同時に行っています。

　たとえば、現在の持続的成長の大きな要因の一つは、市場ト

レンドがカラーからヘアケアへシフトすることを予⾒し、ヘア

ケアブランドの開発・育成に取り組んできたことです。そして、

現在展開中の『中期』において注力しているブランディング戦

略や、大きな伸び代が期待される東南アジアを中心とした海

外事業基盤の整備などは、次の『中期』（2020年〜2024年）の

持続的成長に効いてくるものと確信しています。

　『中期』の取り組みも2017年で折返しの3年目を迎え、最終

年度の2019年が次第に近づいてまいりました。今後も成長の

持続と収益力の向上を図りながら、企業価値の最大化に邁進

してまいります。

　そうした中、株主還元については、配当性向40％を目安とし

た持続的な安定配当を目指すとともに、株主優待制度の充実

にも努めてまいります（選択式を導入した新しい株主優待制

度については、同封のご案内をご覧ください）。

　株主のみなさまには、引き続き変わらぬご指導ご鞭撻をお

願い申し上げます。

社員教育と対外的アクションを
同時に推し進めるブランディング戦略を継続

常に先に向けた手を打ち続けることで、
今後も持続的成長を実現していく

今後も成長の持続と収益力の向上を
図りながら、企業価値の最大化に邁進

国内2工場の統合・増設により、
運用の統一と効率化を早期に図り、
利益率の向上に貢献
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Colum 毛髪の基礎研究

当社では、毛髪の基礎研究を積極的に行っており、そこから得られた成果を画期

的な新製品開発に活かす取り組みにも注力しています。今回は、「毛髪の熱ダ

メージを緩和する技術」（特許出願番号：2015-200920）をご紹介します。

詳しい研究報告は当社ホームページをご覧ください

熱ダメージに対する画期的な製品開発の
糸口となる成分を発見！
　さらに、この探索法を用いて熱凝集抑制に効果的な成分

を探索した結果、アセチルグルコサミンが有効であること

を今回初めて発見しました。

　そこで、この成分を縮毛矯正剤に添加し、実使用で試し

たところ、一般的な縮毛矯正によって生ずる毛髪の硬さが

アセチルグルコサミンの添加によって軽減され（右下の比

較写真参照）、柔らかい質感やツヤの向上がみられただけ

でなく、その後のヘアカラーにおいても“色の沈みこみ”を

防ぎ綺麗な発色が得られることを見出しました。

　これらの成果は今春発売の製品から順次応用されていく

予定です。

毛髪内タンパク質の熱凝縮を抑制する
成分探索手法を開発！

毛髪の熱ダメージを緩和する技術の開発に向けて…

　ヘアアイロンによるヘアセットなど、毛髪に対して100℃

を超える熱付加は、ヘアデザインを楽しむためには重要な

美容技術ですが、同時に熱ダメージを生ずることが一般的

に知られています。そこで、当社は、筑波大学白木賢太郎教

授と共同で、熱付加時による毛髪内タンパク質の熱凝集を

抑制する成分を探索する方法を開発しました。

Vol.
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http://www.milbon.co.jp/news

熱によってタンパク質が固まる事例

生卵に熱を加えると「ゆで卵」となって固まる

当社による今回の毛髪研究の結果

日本人女性の毛髪から抽出したタンパク質
に熱を加えると、一般的なタンパク質と同
様に熱凝集（固まる）することを確認

アセチルグルコサミン

熱凝集抑制効果の高い成分を発見！

タンパク質凝集抑制率（％）

アセチルグルコサミン添加未添加

40
30
20
10
0

効果成分（アセチルグルコサミン）の有無により
縮毛矯正剤の仕上がりに大きな違いが…

柔らかい質感で
見た目のパサパサ感が低減

硬い質感で
見た目にパサパサ

従来（効果成分を含まない）
縮毛矯正5回

効果成分配合
縮毛矯正5回

　工場は、中央研究所のビーカーで作られた新製品について、同様の機能と品質のままで
“大量生産”を可能とする製造技術を確立し、新製品を世に送り出す役割を担っています。確
かな製造技術を確立するまでには、解決しなければならないさまざまな課題に直面するこ
とが少なくありません。工場のラインに問題がある場合もあれば、使用している原料や処方
設計など、工場の外に原因が潜んでいる場合もあります。私たちは、常に先入観を捨て、積
み重ねてきたノウハウや知見を駆使しながら課題解決に当たることで、トラブルを未然に
防ぎ、また新たな製造技術の創出にもつなげています。

　当社の製品開発の特徴である「TAC製品開発システム」では、優れた美容技術を持った
ヘアデザイナーと当社の中央研究所スタッフが一体となって新しいコンセプトの製品を開
発しています。工場は、いわば「TAC製品開発システム」の最終仕上げの場です。実験室で作
られた新製品を、量産化して市場へと提供していくために、工場は中央研究所と一体となっ
て製造技術を開発しています。

　私にとって、ゆめが丘工場でモノづくりに従事することは、「たくさんの女性を笑顔にする
こと」、「世の中の女性の美しい生き方を応援すること」です。自分が係わった製品が世に出
て、たくさんの女性の髪を綺麗にし、それが女性に微笑みをもたらす、そんな仕事に喜びを
感じますし、誇りも持っています。

　ゆめが丘工場は、最新の技術を積極的に導入し、ロ
ボット化・システム化が推進され、スマートファクトリー
へと進化しつつあります。工場で働くスタッフが一つに
なって、世界に誇れる品質と技術の工場を目指すと同
時に、すべての社員が働き甲斐を感じ続けられる工場
にしていきたいと思っています。

世界に誇れる品質と技術の工場を目指す

「たくさんの女性を笑顔にする」ために、常にチャレンジ精神で臨む

工場は、「TAC製品開発システム」の最終仕上げの場

トラブルの隠れた原因を突きとめ、新たな製造技術の創造につなげる

タイ工場

青山工場

ゆめが丘工場

上野工場

当社創業と同時に、
本社に工場を併設（大阪府）

1960

本格的な工場として
「上野工場」開設（三重県）

1969

パーマの増産を目的に
「青山工場」を新設（三重県）

1992

「青山工場」を増設し、
クリーンルーム化と自動倉庫を導入

2000

ヘアカラー生産を主たる目的に
「ゆめが丘工場」を新設（三重県）
自動倉庫を導入

2005

「タイ工場」を新設（タイ現地法人を設立）2013

「ゆめが丘工場」を増設し、
ヘアケアの増産体制を強化
（青山工場を統廃合）

2016

　ミルボンは、「化粧品メーカー」であり、お客さまへの安全・安心・高品質な製品を提供するこ

とが生業であるという自覚を創業当初から強く抱き、製造の現場・現物・現実を直接知ることが

必須であるとの考えから、“自社生産”にこだわってきました。ミルボンの工場は、常に半歩先を

行く品質や技術を探求し、顧客満足の高いモノづくりを追求しています。

　今後の事業拡大を見据えた生産体制の整備・強化を目的に、昨年、ゆめが丘工場の増設と青

山工場の統廃合を行いました。ハード面の立上げが完了し、現在、ソフト（運用）面での構築、す

なわち、従来の2工場それぞれに築いてきた作業手順や仕組みの標準化・統一化を推し進めて

います。今後、ゆめが丘工場は、海外に新設したタイ工場や国内外のパートナー工場の製造技

術・品質を確保していくための“マザー工場”としての役割を担っていきます。

品質・技術で半歩先行く仕組みを常に 探 求し続けています。

2007年入社（入社11年目）
大島  秀 夫

生産本部 生産技術部
解析技術開発 マネージャー
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特 集：ミル ボ ン の モノづくりの 現 場  「 ゆ め が 丘 工 場 」
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グローバル美容人材の積極的育成と両社の持つマーケティング知見や
市場開拓ノウハウの国内外での活用

その他製品・サービスの共同開発及び国内外での販売

美容室におけるスキンケア・メイク製品の共同開発及び国内外での販売

美容室を応援するブランドプロモーション　東西の駅をジャック

銀座駅東 京 阪急梅田駅大 阪TOPIC

ミルボン ブランディング戦略 2017

当社は、1月25日に
株式会社コーセーとの
資本業務提携契約を
締結いたしました。

1
TOPIC

2 株式会社コーセーとの資本業務提携

　お客さまに対して“美容室と美容室限定商品の魅力”を伝える活動の一環として、昨年初

めて銀座にて駅ジャックを実施しました。第2弾となる今年は、銀座と梅田、東西のトレンド

発信エリアでの実施へと拡大し、さらにパワーアップ。当社コーポレートミューズのイメー

ジポスターをアイキャッチとしながら、社名ロゴ、美容室限定商品であるプレミアムブラン

ドのロゴと商品写真など、ミルボンの世界観で染め上げました。

　スキンケアやメイクという美容室の新た

なビジネスを構築・発展させるとともに、「世

界で戦う日本美容企業集団の競争力向上」

に向けて両社の強みを持ち寄り、両社による

合弁会社を設立する予定です。

　現在、本年6月1日を目途とした合弁会社設立に向け、両社からなる業務提携推進委員会

において具体化を進めております。

会見で握手を交わす小林社長(左)と佐藤社長(右)

阪急梅田駅エリア

地下鉄銀座駅銀座四丁目エリア ソニービル前大看板

3

2

1

業務提携の内容

※ 発表の内容は当社ホームページにも掲載しております。
 http://www.milbon.co.jp/ir/upload_file/top_02/20170125milbon-kose.pdf

本件は、コーセー社との共同記者会見にてメディアへ公表いたしました。

2017年1月25日(水) 15:00～
グラントウキョウノースタワー
（東京都千代田区丸の内）
株式会社ミルボン　
 代表取締役社長 佐藤 龍二
 常務取締役 村井 正浩
株式会社コーセー
 代表取締役社長 小林 一俊 氏
 常務取締役 花形 和昌 氏

日　程
会　場

出席者

東 京 銀座駅周辺 2月10日(金)~2月16日(木)

大阪 阪急梅田駅周辺 2月13日(月)~2月19日(日)
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束感のある動き

ミストスプレームースクリームジェルクリームWAX

2016年11月1日販売開始プレミアムブランド“milbon” 『CREATIVE STYLE』シリーズプレミアム

2017年3月1日販売開始プラーミア エンリッチドプロフェッショナル

2017年2月1日販売開始オルディーブ アディクシーテクニカル

製品群のブランドポジショニング

女性の価値観軸をより重視した「プレミアム」ライン

プレミアムブランド

プロフェッショナルブランド

世代によって異なるニーズに対応するための
「プロフェッショナル」ライン

ブラウンさえもかき消し 自在な髪色を叶えてくれる高発色カラー
女性の多彩な価値観に応え、毛先まで美しく彩るヘアカラーブランド
「オルディーブ」から「オルディーブ アディクシー」が誕生。

悩みを抱える大人の髪を弾むようにうるおう、豊かな美しさへ
年齢を重ねることで現れる髪の“変化”。
大人のエイジングダメージには、「保湿感」と「弾力感」の両立を。

「6つのクリエイティブポイント」に応じた、剤型（WAX／ジェルクリーム
／ムース／クリーム／ミスト／スプレー）ごとの“プロのフィニッシュ
ワーク技術”と“一般女性にとっての使いやすさ”を追求することで、女性
がご自身でもヘアデザインを楽しんでクリエイトできる環境を提案。

ヘアデザインを構成する
「世界共通の6つのデザイン要素」
　　　=【6つのクリエイティブポイント】に
対応したグローバルスタンダードな
スタイリングシリーズ

毛髪と高い親和性を持つ、CMAD基を持ったケラ
チン由来のタンパク質をシャンプー・トリートメン
トに配合。

保湿ケラチンは平均分子量400の低分子サイズ。
「弾力感」だけでなく、「保湿感」も与ええる成分を
高配合。

保湿感 「CMADK」配合
毛髪補修成分

「保湿性ケラチン」配合
弾むようなうるおいを叶える

弾力感

青の発色に適した発色調整成分と染料を髪全体に行き渡ら
せる特殊なクリーム設計により、髪のブラウン味を消しなが
ら鮮やかな色味が表現可能に。

表現したい多彩なデザインに対応でき
る、寒色系バリエーション5色相をライン
ナップ。

髪のブラウン味さえもかき消し、思い通りの
デザインを可能にするクリアブルーベース

自在な髪色を叶える
色味表現

テクニカルブランド

プロの美容技術に応えるヘアデザイナー専用ブランド

ヘアカラー剤、パーマ剤など

2 0 1 7 年 春 　 新 製 品 発 売 動 向
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2016年11月1日販売開始プレミアムブランド“milbon” 『CREATIVE STYLE』シリーズプレミアム

2017年3月1日販売開始プラーミア エンリッチドプロフェッショナル

2017年2月1日販売開始オルディーブ アディクシーテクニカル

製品群のブランドポジショニング

女性の価値観軸をより重視した「プレミアム」ライン

プレミアムブランド

プロフェッショナルブランド

世代によって異なるニーズに対応するための
「プロフェッショナル」ライン

ブラウンさえもかき消し 自在な髪色を叶えてくれる高発色カラー
女性の多彩な価値観に応え、毛先まで美しく彩るヘアカラーブランド
「オルディーブ」から「オルディーブ アディクシー」が誕生。

悩みを抱える大人の髪を弾むようにうるおう、豊かな美しさへ
年齢を重ねることで現れる髪の“変化”。
大人のエイジングダメージには、「保湿感」と「弾力感」の両立を。

「6つのクリエイティブポイント」に応じた、剤型（WAX／ジェルクリーム
／ムース／クリーム／ミスト／スプレー）ごとの“プロのフィニッシュ
ワーク技術”と“一般女性にとっての使いやすさ”を追求することで、女性
がご自身でもヘアデザインを楽しんでクリエイトできる環境を提案。

ヘアデザインを構成する
「世界共通の6つのデザイン要素」
　　　=【6つのクリエイティブポイント】に
対応したグローバルスタンダードな
スタイリングシリーズ

毛髪と高い親和性を持つ、CMAD基を持ったケラ
チン由来のタンパク質をシャンプー・トリートメン
トに配合。

保湿ケラチンは平均分子量400の低分子サイズ。
「弾力感」だけでなく、「保湿感」も与ええる成分を
高配合。

保湿感 「CMADK」配合
毛髪補修成分

「保湿性ケラチン」配合
弾むようなうるおいを叶える

弾力感

青の発色に適した発色調整成分と染料を髪全体に行き渡ら
せる特殊なクリーム設計により、髪のブラウン味を消しなが
ら鮮やかな色味が表現可能に。

表現したい多彩なデザインに対応でき
る、寒色系バリエーション5色相をライン
ナップ。

髪のブラウン味さえもかき消し、思い通りの
デザインを可能にするクリアブルーベース

自在な髪色を叶える
色味表現

テクニカルブランド

プロの美容技術に応えるヘアデザイナー専用ブランド

ヘアカラー剤、パーマ剤など

主 なトピックス
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5

前期末
（2015年12月20日）

当期末
（2016年12月20日）

前期
（2014年12月21日～2015年12月20日）

当期
（2015年12月21日～2016年12月20日）

資産合計

30,799
資産合計

32,444
負債・純資産合計

30,799
負債・純資産合計

32,444

資産の部 負債・純資産の部

27,377
売上高

4,727
営業利益

4,427
経常利益

2,950

親会社株主に
帰属する
当期純利益

29,134
売上高

5,113
営業利益

4,733
経常利益

3,069

親会社株主に
帰属する
当期純利益

1

2
3

14,624
流動資産

16,174
固定資産

13,411
流動資産

26,212
純資産

4,586
負債 4,737

負債
4,356
流動負債

230
固定負債

4,591
流動負債

146
固定負債

26,903
株主資本

25,097
株主資本

1,114

その他の包括
利益累計額

802

その他の包括
利益累計額

27,706
純資産
6

19,032
固定資産

4

資産の部合計は、前期末比16億44
百万円増加しました。有価証券（合
同運用指定金銭信託等）の減少等
により流動資産が12億13百万円
減少した一方で、ゆめが丘工場の
増築工事などで、固定資産が28億
58百万円増加しました。

資産のポイント4

負債の部合計は、前期末比1億51
百万円増加しました。固定負債が
前期末比83百万円減少した一方
で、流動負債が未払金の増加によ
り前期末比2億34百万円増加した
ことによるものです。

負債のポイント5

純資産の部合計は、前期末比14億
93百万円増加しました。為替換算
調整勘定が2億68百万円減少した
一方で、利益剰余金が18億8百万
円増加したことによるものです。

純資産のポイント6

売上高は、前期比17億57百万円
（6.4％）の増収となりました。これ
は主に、ヘアケア用剤部門におい
て、プレミアムブランド「オージュ
ア」の伸長、プロフェッショナルブ
ランドのアウトバストリートメント
の新製品が好調であること、また、
染色剤部門において昨年発売した
グレイカラーが引き続き順調に推
移していることによるものです。

売上高のポイント1

営業利益は、増収効果により前期
比3億85百万円（8.2％）増加しま
した。

営業利益のポイント2

親会社株主に帰属する当期純利
益は、前期比1億18百万円（4.0％）
増加しました。

親会社株主に帰属する
当期純利益のポイント

3

　昨年10月に東京青山支店において、経営
陣から個人株主さまへ直接会社説明をする
機会を設けました。ご参加いただいた194
名全ての株主さまより貴重なご意見をいた
だきましたので、その一部をご紹介いたし
ます。株主さまのご参加ならびに、アンケー
トへのご協力ありがとうございました。

連結損益計算書（百万円）

連結貸借対照表（百万円）

前期末
（2015年12月20日）

当期末
（2016年12月20日）

非常によく理解できた
まあまあ理解できた
わかりにくかった

その他 3.1%
0.5%

34.7%
61.7%

説明会内容はいかがでしたか？

事業モデル
成長モデル

中期事業構想
株主還元 38.7%

39.7%
57.7%

39.2%

どのような点に興味を持たれましたか？（複数回答可）

株主通信（株主のみなさまへ）
ホームページ
会社説明会
株主総会
その他 7.7%

19.6%
58.8%

14.9%
33.5%

当社のIR活動についてさらに充実を望むことは何ですか？（複数回答可）

● 今回の開催はとても良かった。継続して行って欲しい。社長と直接会っ
て身近に感じた。良い企画だと思います。

● 株主総会は大阪なので時々こういう機会を東京で開いてもらうといい。
● 長期にわたり安定した業績と株主還元の高さ、とても充実した優良企業
だと思っています。競争の激しいこの業界での強みが理解できました。

● 女性向けの商品が主の会社なので、社員の女性活用を進めてもらえれ
ばと思います。

● サロンでの利用がやはり男性もふえてきていると思いますので市場調
査をしてみてはいかがでしょうか。

当社に対するご意見の一部

（右の円グラフは、194名の回答者の年齢構成です）

次回の
開催予定 ザ ランドマークスクエア東京（品川駅徒歩3分）

2017年4月21日（金）

※参加申込み受付は終了しております。

日時

会場

30歳未満
1.5%
30代
7.2%

40代
18.0%

50代
21.1%

60代
35.1%

70歳以上
16.0%

無記入
1.0%

連 結 財 務 諸 表 の 概 要 「 株 主 さま 向 け 会 社 説 明 会 」の ご 報 告
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2016年12月20日現在会 社 情 報

設 立 1960（昭和35）年7月
資 本 金 20億円
従 業 員 数 606名（連結775名）
平 均 年 齢 35.2歳
事 業 内 容 ヘアカラー剤、ヘアスタイリング剤、パーマ剤、シャンプー、

リンス、ヘアトリートメント、薬用発毛促進剤、パーマ用器
具類の製造および販売（国内・輸出）など

支店

子会社

生産拠点

CHINA
KOREA

TAIWAN

HONG KONG

THAILAND

VIETNAM

MALAYSIA

INDONESIA

PHILIPPINES

TURKEY

U.S.A

SAPPOROKYOTO

OSAKA
HEAD OFFICE・
CENTRAL
RESEARCH
INSTITUTE

SALES
OFFICE

SENDAI

KANAZAWA

KOBE

HIROSHIMA

JAPAN

FUKUOKA

NAGOYAOKAYAMA

KUMAMOTO YUMEGAOKA
YOKOHAMA

SAITAMA

TOKYO
AOYAMA

TOKYO
GINZA

東京青山支店 東京銀座支店 名古屋支店 大阪支店 福岡支店

ミルボン USA ミルボン上海 ミルボンコリア ミルボンタイランド

ゆめが丘工場

本社・中央研究所

CHINA
KOREA

TAIWAN

HONG KONG

THAILAND

VIETNAM

MALAYSIA

INDONESIA

PHILIPPINES

TURKEY

U.S.A

SAPPOROKYOTO

OSAKA
HEAD OFFICE・
CENTRAL
RESEARCH
INSTITUTE

SALES
OFFICE

SENDAI

KANAZAWA

KOBE

HIROSHIMA

JAPAN

FUKUOKA

NAGOYAOKAYAMA

KUMAMOTO YUMEGAOKA
YOKOHAMA

SAITAMA

TOKYO
AOYAMA

TOKYO
GINZA

CHINA
KOREA

TAIWAN

HONG KONG

THAILAND

VIETNAM

MALAYSIA

INDONESIA

PHILIPPINES

TURKEY

U.S.A

SAPPOROKYOTO

OSAKA
HEAD OFFICE・
CENTRAL
RESEARCH
INSTITUTE

SALES
OFFICE

SENDAI

KANAZAWA

KOBE

HIROSHIMA

JAPAN

FUKUOKA

NAGOYAOKAYAMA

KUMAMOTO YUMEGAOKA
YOKOHAMA

SAITAMA

TOKYO
AOYAMA

TOKYO
GINZA

CHINA
KOREA

TAIWAN

HONG KONG

THAILAND

VIETNAM

MALAYSIA

INDONESIA

PHILIPPINES

TURKEY

U.S.A

SAPPOROKYOTO

OSAKA
HEAD OFFICE・
CENTRAL
RESEARCH
INSTITUTE

SALES
OFFICE

SENDAI

KANAZAWA

KOBE

HIROSHIMA

JAPAN

FUKUOKA

NAGOYAOKAYAMA

KUMAMOTO YUMEGAOKA
YOKOHAMA

SAITAMA

TOKYO
AOYAMA

TOKYO
GINZA

本社・中央研究所 大阪市都島区善源寺町2丁目3番35号

支 店 東京青山支店（東京都渋谷区）、東京銀座支店（東京都中央区）、
名古屋支店（名古屋市中区）、大阪支店（大阪市西区）、
福岡支店（福岡市中央区）

営 業 所 札幌営業所（札幌市中央区）、仙台営業所（仙台市青葉区）、
さいたま営業所（さいたま市大宮区）、横浜営業所（横浜市西区）、
金沢営業所（金沢市）、京都営業所（京都市下京区）、
神戸営業所（神戸市中央区）、岡山営業所（岡山市北区）、
広島営業所（広島市中区）、熊本営業所（熊本市中央区）

工 場 ゆめが丘工場（三重県伊賀市）

子 会 社 MILBON USA, INC.
Milbon Trading（Shanghai）Co., Ltd. （上海本社、北京支店、成都営業所）
Milbon Korea Co., Ltd. （ソウル本社、釜山支店）
MILBON（THAILAND）CO., LTD. （バンコクオフィス、タイ工場）

駐 在 員 事 務 所 台湾駐在員事務所、香港駐在員事務所、ベトナム駐在員事務所、
マレーシア駐在員事務所、トルコ駐在員事務所、
インドネシア駐在員事務所、フィリピン駐在員事務所

代表取締役社長 佐 藤  龍 二
専 務 取 締 役 重 宗  　 昇 FP本部長

常 務 取 締 役 村 井  正 浩 管理・経営戦略・CS推進担当

豊 田  　 修 国際第一営業・ミルボンUSA・ミルボン上海・ 
ミルボンコリア担当

取 締 役 藤 井  政 幸 FP本部副本部長

村 田  輝 夫 生産本部長

武 田  靖 史 開発本部長

大 塩  　 充 事業開発部長

鴻 池  一 信 国際第二営業部長・ミルボンタイランド担当

社 外 取 締 役 高 畑  省 一 郎 公認会計士

濱 口  泰 三 伊藤忠食品株式会社代表取締役・社長執行役員

常 勤 監 査 役 村 田  浩 二
社 外 監 査 役 遠 藤  桂 介 弁護士

田 多  　 理 税理士

5

前期末
（2015年12月20日）

当期末
（2016年12月20日）

前期
（2014年12月21日～2015年12月20日）

当期
（2015年12月21日～2016年12月20日）

資産合計

30,799
資産合計

32,444
負債・純資産合計

30,799
負債・純資産合計

32,444

資産の部 負債・純資産の部

27,377
売上高

4,727
営業利益

4,427
経常利益

2,950

親会社株主に
帰属する
当期純利益

29,134
売上高

5,113
営業利益

4,733
経常利益

3,069

親会社株主に
帰属する
当期純利益

1

2
3

14,624
流動資産

16,174
固定資産

13,411
流動資産

26,212
純資産

4,586
負債 4,737

負債
4,356
流動負債

230
固定負債

4,591
流動負債

146
固定負債

26,903
株主資本

25,097
株主資本

1,114

その他の包括
利益累計額

802

その他の包括
利益累計額

27,706
純資産
6

19,032
固定資産

4

資産の部合計は、前期末比16億44
百万円増加しました。有価証券（合
同運用指定金銭信託等）の減少等
により流動資産が12億13百万円
減少した一方で、ゆめが丘工場の
増築工事などで、固定資産が28億
58百万円増加しました。

資産のポイント4

負債の部合計は、前期末比1億51
百万円増加しました。固定負債が
前期末比83百万円減少した一方
で、流動負債が未払金の増加によ
り前期末比2億34百万円増加した
ことによるものです。

負債のポイント5

純資産の部合計は、前期末比14億
93百万円増加しました。為替換算
調整勘定が2億68百万円減少した
一方で、利益剰余金が18億8百万
円増加したことによるものです。

純資産のポイント6

売上高は、前期比17億57百万円
（6.4％）の増収となりました。これ
は主に、ヘアケア用剤部門におい
て、プレミアムブランド「オージュ
ア」の伸長、プロフェッショナルブ
ランドのアウトバストリートメント
の新製品が好調であること、また、
染色剤部門において昨年発売した
グレイカラーが引き続き順調に推
移していることによるものです。

売上高のポイント1

営業利益は、増収効果により前期
比3億85百万円（8.2％）増加しま
した。

営業利益のポイント2

親会社株主に帰属する当期純利
益は、前期比1億18百万円（4.0％）
増加しました。

親会社株主に帰属する
当期純利益のポイント

3

　昨年10月に東京青山支店において、経営
陣から個人株主さまへ直接会社説明をする
機会を設けました。ご参加いただいた194
名全ての株主さまより貴重なご意見をいた
だきましたので、その一部をご紹介いたし
ます。株主さまのご参加ならびに、アンケー
トへのご協力ありがとうございました。

連結損益計算書（百万円）

連結貸借対照表（百万円）

前期末
（2015年12月20日）

当期末
（2016年12月20日）

非常によく理解できた
まあまあ理解できた
わかりにくかった

その他 3.1%
0.5%

34.7%
61.7%

説明会内容はいかがでしたか？

事業モデル
成長モデル

中期事業構想
株主還元 38.7%

39.7%
57.7%

39.2%

どのような点に興味を持たれましたか？（複数回答可）

株主通信（株主のみなさまへ）
ホームページ
会社説明会
株主総会
その他 7.7%

19.6%
58.8%

14.9%
33.5%

当社のIR活動についてさらに充実を望むことは何ですか？（複数回答可）

● 今回の開催はとても良かった。継続して行って欲しい。社長と直接会っ
て身近に感じた。良い企画だと思います。

● 株主総会は大阪なので時々こういう機会を東京で開いてもらうといい。
● 長期にわたり安定した業績と株主還元の高さ、とても充実した優良企業
だと思っています。競争の激しいこの業界での強みが理解できました。

● 女性向けの商品が主の会社なので、社員の女性活用を進めてもらえれ
ばと思います。

● サロンでの利用がやはり男性もふえてきていると思いますので市場調
査をしてみてはいかがでしょうか。

当社に対するご意見の一部

（右の円グラフは、194名の回答者の年齢構成です）

次回の
開催予定 ザ ランドマークスクエア東京（品川駅徒歩3分）

2017年4月21日（金）

※参加申込み受付は終了しております。

日時

会場

30歳未満
1.5%
30代
7.2%

40代
18.0%

50代
21.1%

60代
35.1%

70歳以上
16.0%

無記入
1.0% 会社概要

役　員

事業所

タイ工場



株式の状況

大株主

金融関係
3,484,414株（21.04%）

証券会社
37,681株（0.23%）

個人・その他
6,760,670株（40.83%）

その他国内法人
3,240,520株（19.57%）

証券会社
21名（0.13%）

個人・その他
15,440名（97.58%）

その他国内法人
171名（1.08%）

外国法人など
158名（1.00%）

金融関係
33名（0.21%）

外国法人など
3,035,332株（18.33%）

所有者別株式数

所有者別株主数

合計
16,558,617株

合計
15,823名

発行可能株式総数 60,204,000株
発行済株式数(自己株式を含む) 16,558,617株
株主数 15,823名

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 966千株
鴻池資産管理株式会社 960千株
村井 佳比子 741千株
北嶋 舞子 741千株
三井住友信託銀行株式会社 667千株
アジアグローバル３号投資事業有限責任組合
無限責任組合員ＡＣＡ株式会社

664千株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 497千株
ミルボン協力企業持株会 479千株
鴻池 一信 428千株
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 388千株
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株 式 情 報

この「株主のみなさまへ」は、環境に配慮し、
植物油インキを使用しております。

〒534-0015 大阪市都島区善源寺町2丁目3番35号
TEL 06（6928）2331

2016年12月20日現在

（月次）株価・出来高の推移

株式分布状況 株主メモ 2017年3月16日現在

事 業 年 度 毎年1月1日から翌年12月31日まで 
 

定 時 株 主 総 会 毎年3月
基 準 日 定時株主総会　毎年12月31日

期末配当金　　毎年12月31日
中間配当金　　毎年6月30日

単 元 株 式 数 100株
公 告 方 式 電子公告とし、当社ホームページに記載いたします。

(http://www.milbon.co.jp/)

株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社
同事務取扱場所 大阪市中央区北浜4丁目5番33号

三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
郵 便 物 送 付 先 〒168-0063　東京都杉並区和泉2丁目8番4号

三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電 話 照 会 先  0120-782-031

ただし、電子公告によることが出来ない事故やその他のやむを得ない
事由が生じた場合は、日本経済新聞に掲載します。

※ 決算期変更のため2017年度は2016年12月21日から
 2017年12月31日までの12ヵ月11日の決算

※ 2017年度の中間配当基準日は6月20日

IR情報トップページ

ミルボン
ウェブサイト

http://www.
milbon.co.jp/

IR情報サイトのご案内

IR情報サイトをリニューアルしました！
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